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リ
ニ
ッ
ク
に
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
は
83
世
帯
が
登
録
し
、
延
べ
１
８

６
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

□�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
、

一
時
預
か
り
事
業

　

�　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
と
は
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人

（
依
頼
会
員
）と
お
手
伝
い
が
で
き
る
人（
提

供
会
員
）
が
会
員
組
織
を
つ
く
り
、
会
員
相

互
の
信
頼
関
係
の
も
と
に
地
域
全
体
で
子
育

て
を
応
援
す
る
し
く
み
で
す
。
提
供
会
員
と

し
て
幅
広
い
年
齢
層
が
登
録
し
、
最
近
は
送

迎
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
も
増
え
て
い
ま
す
。
一

時
預
か
り
事
業
と
合
わ
せ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
る
・
る
・
る
に
委
託

し
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
、
依
頼

会
員
・
提
供
会
員
合
わ
せ
て
５
１
１
世
帯
が

登
録
し
、
延
べ
４
２
５

人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
時
預
か

り
事
業
は
、
延
べ
７
１

８
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

　
�　

計
根
別
こ
ど
も
館

「
え
み
ふ
る
」
に
お
い

て
も
一
時
預
か
り
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
は
延
べ
６

４
９
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

□
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
事
業

　

�　

幼
稚
園
に
一
時
預
か
り
事
業
を
委
託
し
、

３
歳
児
以
上
の
保
育
枠
の
拡
充
を
図
っ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
度
の
利
用
人
数
は
、
町
立

の
計
根
別
幼
稚
園
も
合
わ
せ
、
５
幼
稚
園
で

　
第
２
期
中
標
津
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
は
、
前
計
画
「
第
１
期
中
標
津
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
計
画
期
間
：
平

成
27
年
度
～
令
和
元
年
度
）」
の
主
旨
を
継
続

し
、
子
育
て
関
連
事
業
所
の
関
係
者
や
学
識
経

験
者
、
公
募
に
よ
る
一
般
代
表
者
に
よ
る
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
委
員
と
、
町
の
関
係
担
当
者

で
構
成
さ
れ
た
推
進
協
議
会
に
よ
り
検
討
さ
れ
、

今
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
お
け
る
町
の

あ
り
方
を
定
め
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
推

進
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

【
計
画
期
間
：
令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度
ま

で
の
５
年
間
】

●
主
な
取
り
組
み

基
本
目
標
Ⅰ

�

子
育
て
家
庭
を
応
援
・
支
援
す
る
環

境
づ
く
り

�　

す
べ
て
の
親
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
教
育
・

保
育
の
質
の
向
上
や
子
育
て
支
援
全
体
の
体
制

充
実
を
目
指
し
ま
す
。

□
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

　

�　
子
育
て
支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、
継
続
し
て
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
３

年
度
は
延
べ
５
１
８
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
よ
り
、
地
域
型
保

育
事
業
所
（
詳
細
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
）

が
２
か
所
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
０
歳

～
２
歳
の
待
機
児
童
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
※
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

�　
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
・

増
進
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
提
供
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

�　
中
標
津
町
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
児
童

セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
る
」
で
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

�　
ま
た
、
生
後
４
か

月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

の
い
る
家
庭
を
児
童

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

訪
問
す
る
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

事
業
」
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
１
０
６
件
の
家
庭
を
訪
問
し

ま
し
た
。

□
病
児
保
育
事
業

　

�　
子
ど
も
の
病
気
に
よ
り
集
団
保
育
が
困
難

な
期
間
に
お
い
て
、
一
時
的
に
子
ど
も
の
預

か
り
保
育
を
行
う
事
業
を
中
標
津
こ
ど
も
ク

延
べ
１
４
，
３
９
０
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

□
援
助
を
必
要
と
す
る
家
庭
支
援

　

�　
障
が
い
を
も
つ
児
童
・
保
護
者
が
安
心
で

き
る
一
時
的
預
か
り
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
令

和
３
年
度
は
障
が
い
児
等
日
中
一
時
支
援
事

業
で
延
べ
２
８
３
人
、
ま
た
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
延
べ
３
，
７
７
３
人
が
利
用
し

ま
し
た
。

基
本
目
標
Ⅱ

�

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
生
き
る
力
と

豊
か
な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り　
　

�　
子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
文
化
活
動
に
触
れ
る

機
会
を
児
童
館
か
ら
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地

域
と
連
携
し
児
童
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

□
児
童
館
活
動

　

�　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
の
方
々
が
趣

味
・
特
技
を
通
し
て
技
術
を
伝
え
る
チ
ャ
イ

ル
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
の
ほ
か
に
、
児
童

館
菜
園
「
た
が
や
し
隊
」
事
業
な
ど
、
地
域

と
子
ど
も
た
ち
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

を
目
指
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
標
津
町
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

～�
第
２
期
中
標
津
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
と
そ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て�

～

子育てサークルのひろばのようす子育てサークルのひろばのようす

じどうかん祭り「ステージ発表」じどうかん祭り「ステージ発表」

えみふるのようすえみふるのようす

じどうかん祭り「遊びのひろば」じどうかん祭り「遊びのひろば」

『
地
域
で
育
つ　
地
域
で
育
て
る　
未
来
の
力
』

～
世
代
を
超
え
て
み
ん
な
が
笑
顔
で
自
信
を
も
っ
て
く
ら
せ
る
町
～

基
本
理
念
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�　

児
童
の
健
全
育
成
を
地
域
住
民
と
と
も
に

推
進
し
開
催
し
て
い
る「
じ
ど
う
か
ん
祭
り
」

は
、
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
は
、
感
染
予
防
対

策
と
し
て
「
ス
テ
ー
ジ
発
表
」
と
「
遊
び
の

ひ
ろ
ば
」
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

�　
今
後
も
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
う

え
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
め
る
事
業
を
企

画
し
、
児
童
館
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

□
中
高
校
生
の
活
動
支
援

　

�　
児
童
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
る
」
は
、
平
日

20
時
ま
で
開
館
し
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ダ
ン
ス

な
ど
中
高
校
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
２
回
ひ
ろ
ば
を
開

設
し
、
調
理
実
習
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

□
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

�　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
１
～
３
年
生
を
対

象
に
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
の
受
け

入
れ
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
は
３
０
２

人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
学
年
の
児
童

の
居
場
所
を
確
保
す
る

た
め
に
、
児
童
館
の
利

用
時
間
を
最
大
18
時
に

延
長
し
て
い
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅲ

子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
環

境
づ
く
り

�　
思
春
期
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
新
生
児
期
、
乳

児
期
、
幼
児
期
を
通
じ
て
、
総
合
的
に
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
学
童
・
思
春
期
に
対
す
る
支
援

　

�　
町
内
の
中
学
３
年
生
を
対
象
に
「
命
の
重

み
」
を
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
赤

ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
交

流
事
業
」
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
妊
娠
・
出
産
・
新
生
児
へ
の
支
援

　

�　
妊
婦
健
康
診
査
費
用
（
一
般
健
康
診
査
14

回
、
超
音
波
検
査
６
回
）・
特
定
不
妊
治
療

費
用
・
産
後
２
か
月
未
満
の
産
婦
を
対
象
と

し
た
産
婦
健
康
診
査
費
用
の
助
成
、
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
た
ご
家
庭
へ
の
保
健
師
に
よ
る

新
生
児
訪
問
、
産
後
１
年
未
満
の
母
と
子
を

対
象
と
し
た
産
後
ケ
ア
事
業
（
体
調
不
良
や

育
児
不
安
が
あ
る
場
合
に
、
医
療
機
関
等
に

お
い
て
宿
泊
や
日
帰
り
で
ケ
ア
が
受
け
ら
れ

る
事
業
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
健
や
か
な
成
長
・
発
達
へ
の
支
援

　

�　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達
の
た
め
、

乳
幼
児
健
診
・
相
談
、
ま
た
予
防
接
種
の
周

知
、
勧
奨
を
継
続
し
て
実
施
し
、
健
康
増
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅳ

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

�　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

交
通
安
全
や
防
犯
等
の
環
境
整
備
の
ほ
か
、
子

ど
も
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
虐
待
防
止
に

努
め
ま
す
。

□
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
の
確
保

　

�　
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
、
青

色
回
転
灯
を
装
着
し
た
車
両
で
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
、
町
内
会
の
防
犯
部
に
よ
る
見
回

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
関
係
機

関
が
連
携
し
、
虐
待
等
の
早
期
発
見
・
早
期

解
決
の
た
め
、
即
時
の
ケ
ー
ス
検
討
会
議
開

催
体
制
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

児童館のようす児童館のようす

赤ちゃん交流の赤ちゃん交流の
ようすようす

問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
。

　広報１月号にてお知らせしていましたが、令和４年度より、新たに地域型保育事業所２か所を開設しました
のでお知らせします。
　詳細については以下のとおりです。

　地域型保育事業は、地域における多様な保育ニーズに対応するとともに待機児童解消のため、定員19
人以下の少人数の単位で０歳から２歳の乳幼児を保育する事業で、町による認可事業として児童福祉法に
位置付けられています。また、子ども・子育て支援新制度において創設された事業であり、保育料につい
ては認可保育所と同様の金額となります。
　地域型保育事業所への入所希望、相談等は子育て支援課保育給付係までお問い合わせください。

保育施設の新規開設のお知らせ令和４年度

施 設 名 家庭的保育施設　くるり　中標津 こども園　かぽの

施 設 種 類 家庭的保育事業 小規模保育事業Ａ型

開 設 年 月 日 令和４年４月１日 令和４年５月１日

所 在 地 西３条北４丁目４番地７ 東21条南７丁目６番地

受 入 年 齢 満６か月～２歳児 満６か月～２歳児

定 員 ５人 19人

保育利用可能日 月～土曜日
（祝日・年末年始を除く）

月～金曜日
（土日・祝日・年末年始を除く）

保育基本時間 平　日：８時～18時
土曜日：８時～14時 ８時～18時15分

設置運営事業者 宗教法人　本覚寺 医療法人社団　なかよし
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　被保険者の方が、勤務先の倒産や解雇等で本人の意思と関係なく、非自発的な理由に
より離職した場合、失業から一定の期間（最長で２年度分）、前年中の給与所得を100
分の30として国保税の算定を行います。申請の際は以下の必要なものをご持参のうえ、
住民保険課までお越しください。
◇対象となる方◇ 　
　以下の条件①～③すべてに該当する方が対象となります。
　①雇用保険の【特定受給資格者】もしくは【特定理由離職者】の方
　②失業時点における年齢が65歳未満であること
　③雇用保険受給資格者証の離職理由コードが右記のいずれかに該当する方
◇必 要 な も の◇ 
　①印鑑　　　②本人確認書類　　　③雇用保険受給資格者証

　子育て世帯の経済的負担軽減の観点より、令和４年度から、未就学児（６歳に達す
る日以後の最初の３月31日までの間にある方）にかかる国民健康保険税の均等割額
が５割減額となります。
　また、均等割額には世帯主を含む国保被保険者の合計所得に応じた軽減措置（７・
５・２割）が設けられていますが、対象の未就学児の場合は軽減措置（７・５・２割）
適用後の残りの均等割額が５割減額となります。

●倒産・解雇等で失業した方の軽減措置について

●未就学児にかかる国民健康保険税の均等割額の減額について

　国民健康保険に加入している世帯主の方は、収入の有無に関わらず、所得の申告をする必要があります（所得
税・住民税の申告済みの方、公的年金を受給されている方は申告の必要はありません）。遺族年金・障害年金の
みを受給されている方は申告が必要となります。
　申告がまだお済みでない場合は、所得がない場合であっても所得に応じた軽減措置が適用されません。

●所得未申告者について

特定受給資格者
離職理由コード

11・12・21
22・31・32

特定理由離職者
離職理由コード 23・33・34

　　　　　　　国保税の算定に関すること…………………………………住民保険課 国保・高齢者医療係
問い合わせ先　国民健康保険の各種届出に関すること……………………住民保険課 保険年金係
　　　　　　　口座振替や納税証明に関すること…………………………納税課 収納係

国 保 だ よ り

　国民健康保険税の賦課限度額はこれまで被用
者保険におけるルールに基づき、賦課限度額超
過世帯割合が1.5％に近づくよう段階的に引き
上げられていましたが、令和４年度より右表の
とおり医療給付分が２万円、後期高齢者支援金
分が１万円引き上げとなりました。

●国民健康保険税の賦課限度額について
区　　分 令和３年度

（改正前）
令和４年度
（改正後） 伸び

医療給付分 ６３万円 ６５万円 ２万円
後期高齢者支援金分 １９万円 ２０万円 １万円
介護納付金分 １７万円 １７万円 －
　　計 ９９万円 １０２万円 ３万円
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～�令和４年度の保険料について�～

北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062 札幌市中央区南２条西14丁目 国保会館６階
❸０１１－２９０－５６０１

中標津町役場 住民保険課 国保・高齢者医療係
〒086-1197 中標津町丸山２丁目22番地
❸０１５３－７３－３１１１

問い合わせ先

　次の書類をご用意のうえ、住民保険課保険年金係（役場１階窓口②番）にて申請をしてください。
　〇「基礎年金番号通知書」または「年金手帳」
　〇退職（失業）を理由に申請する場合は、「雇用保険被保険者離職票」または「雇用保険受給資格者証」

　国民年金保険料は月額16,590円の定額ですが、ご本人・配偶者・世帯主それぞれの所得が一定額以下の場合、
ご本人からの申請によって保険料の納付が免除または猶予されます。経済的に保険料を納められないときは、未
納のままにせず、「国民年金保険料免除・納付猶予制度」をご利用ください。

●免除・納付猶予の申請は随時受付しています

　退職（失業）や新型
コロナウイルス感染症
の影響で納付が困難と
なった方は、前年所得
にかかわらず、免除・
納付猶予の対象となる
場合があります。

　現在、免除または納付猶予を受けている方で、７月以降も希望される方は申請が必要です。
　令和４年度分（令和４年７月～令和５年６月）の申請は、７月１日㈮から受付開始です。

　日本年金機構では、保険料が未納となっている方への電話や文書、戸別訪問による納付のご案内を民間事業者
に委託しています。北海道内は、「アイヴィジット・東洋紙業共同企業体」（代表企業：株式会社アイヴィジット）
が担当しています。なお、委託事業者の訪問員が現金をお預かりすることはありません。

●免除・納付猶予は１年ごと７月から翌年６月までが対象期間です

●国民年金保険料のご案内を民間事業者に委託しています

国民年金保険料の納付が困難な方は免除・納付猶予の手続きを

問い合わせは、住民保険課 保険年金係まで。

　令和４年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

＋ ＝
均　等　割

【１人当たりの額】
５１，８９２円

１年間の保険料
《限度額６６万円》
（100円未満切り捨て）

所　得　割
【本人の所得に応じた額】

（令和３年中の所得－最大43万円）
×１０.９８％

◆保険料の計算方法

〇令和４年度からの保険料率は上記のとおりです（前年度均等割額52,048円→51,892円）。
〇１年間の保険料の上限額は令和４年度から66万円です（前年度64万円→66万円）。
〇所得の少ない人は、世帯主や被保険者の所得に応じて保険料が軽減されます。
〇年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
〇前年の所得金額により、43万円の控除額が異なる場合があります。

●７月に保険料額をお知らせします

　保険料の納め方は、原則「年金天引き」
です（申し出によって「口座振替」も可能）。
　ただし、右の⑴～⑶のいずれかに該当す
る方は「年金天引き」の対象となりません。
　「納付書」または「口座振替」にてお納
めください。
※社会保険料控除は、「年金天引き」の方は本人に、「口座振替」の方は口座名義人に適用されます。

●保険料のお支払い方法
⑴�介護保険料が「年金天引き」されていない方（年金額が年額
18万円未満の方）

⑵��介護保険と後期高齢者医療の保険料の合計額が、介護保険料
が天引きされている年金の受給額の半分を超える方

⑶�年度途中で新たに制度に加入または転入された方

免除区分 所得の基準（前年所得が次の金額の範囲内） 免除後の保険料
全 額 免 除 （扶養親族等の数＋１）×35万円＋32万円 なし
４分の３免除  88万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等  4,150円
半 額 免 除 128万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等  8,300円
４分の１免除 168万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 12,440円
納 付 猶 予
（50歳未満）

世帯主の所得によって免除にならないが、ご本人と配偶者の所得が
全額免除の基準に該当する場合。ただし、50歳未満の方に限ります。
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　中標津町成年後見支援センターでは、高齢者や障がいのある方が不利益や権利の侵害を受けることがないよ
うに、財産管理や医療・介護・福祉の手続きに関する相談や利用のお手伝いをします。
　平成29年４月より中標津町社会福祉協議会に設置しています。�

●相談対応
　電話や窓口で、成年後見制度などに関する相談
や質問を受け付けます。状況に応じて訪問します。
　受付日時：�月～金曜日（土日・祝日・年末年始

はお休みです）

判断能力が常に欠けている～不十分
・�日常の買い物の支払いが一人では難
しい。

・�介護サービスや施設入所の契約内容
が理解できない。

・�物忘れなどで、財産管理や契約が一
人では難しい。

など

（成年後見制度）法定後見制度
・�すでに判断能力が不十分な方が対象
となります。本人の判断能力に応じ
て、後見・保佐・補助の３種類に分
けられます。支援者が選任され、財
産管理や介護サービス・施設入所な
どの契約手続きをお手伝いします。

判断能力が十分でない
・�公共料金などの支払
い忘れがあり、日常
生活に不安がある。

など

日常生活自立支援事業
・�生活支援員が訪問し
て、生活費を管理し
たり、必要な支払い
をお手伝いします。

・�援助内容の契約を行
うため、契約能力の
ある方が対象です。

判断能力が十分にある
・�これからのことが不安で、将
来支援してくれる人を今のう
ちに決めたい。

など

（成年後見制度）任意後見制度
・�将来、判断能力が低下したと
きに備えて、財産管理や施設
への入所などに関する手続き
を代わりに行なってくれる人
を選んでおきます。

・�内容や方法についてあらかじ
め公証役場で契約します。

●手続き支援
　成年後見制度の適切な利用ができるように、手
続きの説明や助言などの支援をします。

●市民後見人の養成と活動支援
　市民後見人の養成や養成講座修了者を対象とし
た研修を行います。
※ 市民後見人とは…研修を受けた地域の方により
権利擁護の手助けをします。町成年後見支援セ
ンターの管理・監督のもと活動します。

●普及啓発
　成年後見制度をより多くの方に知ってもらうた
めに、説明会などを開催します。

中標津町成年後見支援センターのご案内中標津町成年後見支援センターのご案内

<

事
業
内
容>

こんなときにはこの制度を！…成年後見制度・日常生活自立支援事業

相談・問い合わせは、中標津町成年後見支援センター（中標津町社会福祉協議会）  ❸79-1231まで。

い
い
え

い
い
え

はい はい はい

詳しくは、中標津町保健センター 健康推進課 母子健康係  ❸72－2733まで。

【対象】　①～⑤の全てに該当する方
　① 夫婦の一方または双方が中標津町に住民登録をしている方
　② 治療期間の初日における妻の年齢が43歳未満の方
　③ 保険適用となった不妊治療（体外受精および顕微授精、男

性不妊治療）を受けた方
　④ 他の市町村で同じ治療に対して助成を受けていない方
　⑤町税等を完納している方

【助成金額・回数】
　 　交通費と宿泊費を合算し、１年度あ

たり５万円を上限に助成。年間助成回
数は限度なし。

【令和３年度～令和４年度にまたがり治療をされた方へ】
　 　北海道特定不妊治療費助成事業の助成を受けた方を対象に、治療費の自己負担分の一部を助成します。

　令和４年４月より、不妊治療を受けているご夫婦の経済的負担を軽減
するため、治療に要した交通費並びに宿泊費の一部を助成しています。

中標津町不妊治療助成事業のお知らせ
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　町では、町民のみなさんに町の事業や予算状況などをお知らせし、町政に対してさらにご理解いただくため
に「よくわかることしの中標津（まち）づくり」を作成しています。本年度は町ホームページでの公開と主要
公共機関へ配架、および概要版を広報紙で掲載させていただきます。

　第７期総合計画では、「つながる」を最重要テーマとし、まちの将来像である「空とみどりが人をつな
いでいくまち�中標津」の実現に向け、５つの分野からなる基本目標の達成のため各種施策に取り組んで
います。今年度に取り組む事業のうち、新たに取り組む事業などの一部を抜粋してお知らせします。今後
も、広報紙にて適宜お知らせしますので、ぜひご一読ください。

　中標津町の人口減少対策の立案に向けて、調査研究や実証、人口減少対
策フォーラムの開催等を行います。また、民間団体と連携した若者の出会
いの場創出事業を行います。

人口減少対策調査研究事業（政策推進課）
226万円（町負担0万円）

　待機児童解消のため、保育士・幼稚園教諭資格者の確保や定着化を図る
ことを目的とし、保育士等資格取得を目指し、町内の保育施設に従事する
意思のある学生に対し、経済支援を行う制度です。

保育士等の養成のための支援（子育て支援課）
244万円（町負担244万円）

　ロッジの改修・更新を行うとともに、利用者の満足度を高め誰もが楽し
める施設を追求した計画を策定し、魅力ある緑ヶ丘森林公園キャンプ場を
目指し整備を進めます。

緑ヶ丘森林公園キャンプ場利用促進事業（経済振興課・管理課）
3,848万円（町負担3,848万円）

　専門知識と技術を有する酪農学園大学と協力し、農業高校や畜産食品加
工研修センターと連携し、地場産品を使用した肉製品・農産加工品の新商
品開発を行います。

酪農学園大学連携協定推進事業（農林課）
134万円（町負担67万円）

● 概　要　版 ●

令和４年度主要施策概要（予算説明書）
よくわかることしの中

ま　　ち

標津づくりについて

問い合わせは、政策推進課 企画調整係まで。

広告

この広告は町があっ旋するものではなく、中標津町広報紙広告掲載要綱に基づき
申し込みのあった広告を有料で掲載しています。

　令和４年度の労働保険（労災保険・雇用保険）
の年度更新期間は、６月１日㈬～７月11日㈪です。
最寄りの労働局・労働基準監督署・金融機関で申告・
納付をお願いします。年度更新申告書の書き方およ
び申告・納付方法等の詳細につきまして
は（年度更新）申告書に同封しているパ
ンフレット等をご参照ください。厚労省
ホームページでもご覧いただけます。

労働保険のお知らせ

問い合わせは、厚生労働省 労働基準局 労働保険徴収課 業務係
❸03(5253)1111【内線5163】まで。
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問い合わせは、建設課 事業推進係まで。

道路工事に伴う片側交互通行のお知らせ
東
橋 標津川

東
19
条
通

トーヨー
グランドホテル

イエローハット

　橋梁補修工事に伴い町道東19条通り（東
橋）の一部が、片側交互通行となります。
大型車両については、できる限り迂回して
いただきますようお願いします。
　多面にわたりご迷惑をおかけしますが、
何卒、ご理解とご協力をお願いします。

期　間：５月26日㈭～９月22日㈭まで

橋梁補修工事のお知らせ

中央通

　本町とパートナー協定を締結している北海道日本ハムファイターズより、パートナー
協定連携事業の一環として、自治体の活性化を目的に、中標津町民に対し札幌ドームで
開催される公式戦へ無料で招待していただけることになりました。
　球団のご好意でもあり、町としてもこの機会にぜひ町民みなさんによる応援をお願い
したいと考えていますので、観戦をご希望の方は、以下のとおりお申し込みください。

北海道日本ハムファイターズ
公式戦観戦者募集のお知らせ

１．観戦試合
観戦試合日 試合開始 対　戦　相　手 招待数 座　席

① ７月16日㈯ 14時 埼玉西武ライオンズ 30名 Ｃ指定席
② ７月17日㈰ 14時 埼玉西武ライオンズ 30名 Ｃ指定席
③ ８月27日㈯ 14時 福岡ソフトバンクホークス 30名 Ｃ指定席
④ ８月28日㈰ 14時 福岡ソフトバンクホークス 30名 Ｃ指定席

２．申込資格……中標津町民の方
３．申込方法…… 申込書に必要事項を記入の上、

持参、メール、ＦＡＸ、郵送
のいずれかの方法により、政
策推進課（役場２階窓口③番）
までお申し込みください（お
一人様、一試合４枚まで申し
込み可能）。

４．申 込 先……〒086-1197　中標津町丸山２丁目22番地　中標津町役場 総務部 政策推進課
　　　　　　　　メールアドレス：nakasi-t@aurens.or.jp　❹７３－５３３３
５．申込締切日…①、②の観戦試合日については　６月27日㈪
　　　　　　　　③、④の観戦試合日については　８月２日㈫
６．結果通知……①、②については7月8日頃、③、④については8月12日頃に直接チケットを発送します。
　　　　　　　　（抽選になった場合、選外となった方には通知しません）。
７．注意事項……◦営利目的の申し込みやチケットの転売、譲渡は禁止します。
　　　　　　　　◦球場までの移動、飲食などの費用や手配（宿泊含む）は各自となります。
　　　　　　　　◦４歳以上からチケットが必要となります（４歳未満でも座席を確保する場合は必要）。
　　　　　　　　◦紛失や盗難などのチケットに関するトラブルについては、一切の責任を負いかねます。
　　　　　　　　◦�球場内でファウルボールや折れたバットなどにより負傷された場合、球団側で応急処置はし

ますが、主催者・球場管理者に帰責事由がある場合を除き、その後の責任は負いかねますの
でご了承ください。

　　　　　　　　◦�主催者側の判断により観戦中止となる場合があり
ますので、ご了承ください。

問い合わせは、政策推進課まで。

※お電話での受付はしませんのでご注意ください。
※ 申込書は、役場政策推進課窓口のほか、計根別支所、総

合文化会館、総合体育館に配置しています。また、町ホー
ムページ（http://www.nakashibetsu.jp/）からもダ
ウンロードできます。

北海道日本ハムファイターズ
パートナー協定連携事業
北海道日本ハムファイターズ
パートナー協定連携事業
北海道日本ハムファイターズ
パートナー協定連携事業
北海道日本ハムファイターズ
パートナー協定連携事業
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　これまでの寄附金の状況と令和３年度の活用実績をお知らせします。今後も「住みたいまち」「住み続け
たいまち」の実現に向け、より良いまちづくりに取り組んでいきますので、ぜひみなさんからも、町外在住
の家族や知り合いの方々にこの制度のＰＲをお願いします。

■令和３年度申込総額
　　116,490,413円

■申込総数
　6,833件

■参考　過去の実績
　　488,194,578円

■令和３年度事業　活用額 565万円

年　度 件数 金額（円）
～平成24年度 41 2,780,000
平成25年度 13 1,065,000
平成26年度 15 985,000
平成27年度 31 1,385,000
平成28年度 2,416 36,865,001
平成29年度 2,248 38,826,600
平成30年度 3,010 60,985,000
令和元年度 4,624 90,551,000
令和２年度 8,812 138,261,564
令和３年度 6,833 116,490,413
合　　計 28,043 488,194,578

使　い　道　区　分 寄附申込額（円）
酪農業等の産業振興、地場産品ブランド化への取組み 21,182,000
中標津空港を利用した広域観光ルートづくり 3,627,000
農村景観と市街地景観が調和したまちづくり 2,519,000
森林保全と、エネルギーの地産地消による環境保全 5,379,000
「町立中標津病院」等の医療・介護支援体制の維持 5,941,000
「なかしべつ」への移住・定住の促進 1,448,000
結婚、出産、子育ての希望をかなえる環境づくり 9,908,000
子供たちの教育環境と地域で守り育てる環境づくり 22,691,000
町長におまかせ！（用途指定なし） 32,844,413
【特定事業応援】「中標津農業高等学校」の修学環境支援 3,122,000
【特定事業応援】新型コロナウイルス感染症対策支援 7,829,000

合　　　　　　　計 116,490,413

牛乳消費拡大推進委員会負担金

畜産食品加工研修センター事業

その他の活用事業

寄附金を活用しました�寄附金を活用しました�

　今般課題となっている牛乳・乳製品の消費を拡大する
ために、イベント等での乳製品等ＰＲや牛乳消費拡大
キャンペーンなどの牛乳消費促進活動に取り組みました。

　畜産食品加工研修センターの老朽化した業務用冷凍庫や
フードカッターの更新を行いました。
　これらの更新により、今まで以上に効率的かつ安心安全な
食の提供や、より充実した研修を行えるようになりました。
　また、農業高校などとの連携により、今後新商品の開発な
どに繋がります。

活用額　60万円

活用額　164万円

事　　　　　業　　　　　名 活用額
母子保健事業（産後ケア事業など） 220万円

地域保健指導推進事業（健康ポイントなど） 29万円

日本体育大学連携協定事業（合宿受入れ） 38万円

埋蔵文化財分布確認調査事業（標津川９遺跡実態把握調査） 54万円

令和３年度 ふるさと納税の実績をお知らせします

問い合わせは、政策推進課 ふるさと応援係まで。
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　町では、これまで企業版ふるさと納税を活用し、これからの世界を支える「食」と「農」、「環境」を担う農業
高校生を支援する「町立中標津農業高等学校支援による人材育成プロジェクト」に取り組んできました。事業期
間の平成31年３月29日～令和４年３月31日の間に、計10社から12件450万円の寄附をいただき、有効活用さ
せていただきました。

畜産食品加工研修センターからのお知らせお知らせ

【申し込み・受け付けについて】
　◦開 催 日　 各研修の開催スケジュールについては町ホームページでご確認いただくか、直接センターまで

お問い合わせください。
　◦受付期間　参加希望日の前月１日～15日
　◦申込方法　申込書をＦＡＸ、郵送、または直接センターへ提出
　　　　　　　（申込書は町ホームページよりダウンロードしてください）
　　　　　　　 各回抽選とさせていただいています。参加決定した方には参加希望日の前月25日までに決定

通知書を送付します。
　◦持 ち 物　マスク、昼食（白衣、三角巾は当センターにて貸し出します）
　◦注意事項　 ●都合により日程の変更、または中止となる場合がありますのであらかじめご了承ください。
　　　　　　　●昼食・飲み物等は各自ご持参ください。

【１人あたりの研修料金】

ソーセージ
（約２kg）

10時～14時頃

ソーセージ（約２kg）
ハム（約1.6kg）
10時～15時頃

ソーセージ（約２kg）
ベーコン（約1.6kg）

10時～15時頃

ゴーダ・マリボー・
ストリング・カチョカ

バロのいずれか
（約２kg）

10時45分～15時頃

チェダーチーズ
（約２㎏）

10時45分～15時頃

５～10月 4,080円 9,760円 9,160円 3,490円 3,720円

　そして、今回新たに企業版ふるさと納税を活用する事業として町の人口減少対策である「中標津町まち・ひと・
しごと創生総合戦略」に取り組むこととしています。今後も、企業へのＰＲを図りながら町の活性化に向けて取
り組んでいきます。

株式会社シビテック、第一生命保険株式会社帯広支社、雪印メグミルク株式会社、一般社団法人ジェネティ
クス北海道、株式会社コーンズ・エージー、コマツ道東株式会社、エム・エス・ケー農業機械株式会社

ほか３社　

町の人口減少の抑制を図るため、町の人口減少対策である「第２期中標津町
まち・ひと・しごと創生総合戦略」を推進し、「雇用・活性化」「結婚・子育て」

「定着・愛着」の３つの視点での人口減少対策に取り組みます。
　【事業期間】令和４年３月31日～令和７年３月31日

地方公共団体が実施する地方創生の取組に企業（本社が町外
の企業に限る）が寄附を通じて応援した場合に、税制上の優
遇措置が受けられるしくみです。

企業版ふるさと納税の取り組みについて

※企業版ふるさと納税

これまで寄附いただいた企業名（公表可能な企業のみ）

中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略

問い合わせは、政策推進課 企画調整係まで。

申し込み・問い合わせは、畜産食品加工研修センター（❸78-2216 ❹78-2649）まで。
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問い合わせは、都市住宅課 都市計画・景観係まで。

次の案件について、町民のみなさんのご意見を募集します。

中標津町特別用途地区内における建築物の制限に関する条例の改正（案）について
■資料の閲覧場所
　�　町ホームページ、都市住宅課窓口、まちづくり情報コー
ナー、総合文化会館窓口、計根別支所窓口

■意見の提出方法
　�　備付けの様式により、持参、郵送、Ｆ
ＡＸまたはＥメール

■閲覧期間　６月13日㈪～７月12日㈫

町民意見募集町民意見募集（パブリックコメント）（パブリックコメント）を実施しますを実施します

問い合わせは、農林課 畜産係まで。

　２０２０年３月、イギリス栄養士会は、食事によって免疫システムをブー
スト（上乗せ）することはできないとする声明を発表し、その上で免疫能
の正常な機能に関与する栄養素はたくさんあり、免疫機能をサポートする
バランスよい食事の維持を推奨しました。
　日本栄養士会も同様に、いろいろな食品から免疫に関与するすべての成
分を摂取するのが、科学的根拠に基づく方法とする声明を発表しました。
　表１は、両栄養士会が明示した免疫機能に関与する主な栄養素です。免
疫細胞の新陳代謝に必要なたんぱく質をはじめ、牛乳・乳製品はそれらの
栄養素を網羅的に含み、免疫調節活性のチカラになります。

　乳酸菌を含むヨーグルトは、免疫細胞の６～７割が
密集する腸内環境を整えることで知られています。
　乳酸菌やビフィズス菌などのプロバイオティクスに
よる、免疫活性や感染症予防のエビデンス（科学的根
拠）はまだ十分に蓄積されていませんが、日本の感染
症診療ガイドラインでプロバイオティクスを利用した
製剤の有用性について言及されるなど、医学的にも少
しずつ評価が高まっています。

　ヒトの母乳に多く含まれ、牛乳のホエーたんぱく質
にも含まれるラクトフェリン。腸内細菌学会ホーム
ページでは、その生理機能としてビフィズス菌増殖作
用、抗菌作用、免疫調節作用などが紹介されています。
　最近の日本の研究で、ラクトフェリンが感染症など
に伴う炎症を制御する仕組みも解明されました＊。

牛乳牛乳のチカラ紹介します 「免疫機能を活性化する」
●牛乳・乳製品には免疫に関与する栄養素が豊富

●免疫の司令塔の腸内環境を整える乳酸菌 ●ラクトフェリンに炎症制御機能

科学的根拠①

科学的根拠② 科学的根拠③

ホクレン農業協同組合連合会様提供
（出典：2020年８月発行 牛乳のチカラ全書）

【表１】

＊ Lactoferrin Suppresses Neutrophil Extracellular 
Traps Release in Inflammation（EBioMedicine,2016）

出典：イギリス栄養士会・日本栄養士会ホームページ
日本食品標準成分表2015年版(七訂)

自衛隊帯広地方協力本部 中標津地域事務所（中標津町東１条南１丁目７－１）❸72－0120まで。
※細部問い合わせおよび説明は随時受付中

令和４年度 陸・海・空自衛官等募集中
募集科目 応募資格 受付期間 試験期日 入隊（入校）時期 そ　の　他

一般曹候補生 18歳以上
33歳未満

7/1～9/5 １次：9/15～18
２次：10/8～23
※いずれか１日

令和５年
３月下旬～
　４月上旬
※�上記のほかにも設
定する場合がある

「曹」となる自衛官

自衛官候補生 年間を通じて行なっています。 「任期制」の自衛官
選抜試験で「曹」昇任も可能

航空学生 （海）：18歳以
上23歳未満
（空）：18歳以
上21歳未満

7/1～9/8 １次：9/19
２次：10/15～20
３次：（海）：11/18～12/14

（空）：11/12～12/15

令和５年
３月下旬～
　４月上旬

入隊後約６年で３等海・空
尉

防衛大学校学生
（一般）

18歳以上
21歳未満

7/1～10/26 １次：11/5･6
２次：12/6～10

令和５年
４月上旬

修学年限４年
卒業後約１年で３等陸・海・
空尉

防衛医科大学校
看護科学生

（自衛官候補看護学生）

18歳以上
21歳未満

7/1～10/5 １次：10/15
２次：11/26･27

令和５年
４月上旬

修学年限４年
看護師免許取得後
卒業後約１年で３等陸・海・
空尉

予備自衛官補
（一般）

18歳以上
34歳未満

6/1～9/16 9/25～10/10
※いずれか１日

【合格発表】
　11/9

【教育訓練開始】
令和４年７月以降

【招集手当】8,200円/日
【その他】
所定の教育訓練終了後
予備自衛官として任用

予備自衛官補（技術）
（ 国家免許資格等を

有する者）

18歳以上
保有免許に
より異なる

免疫機能に関与する
主な栄養素

牛乳･乳製品に
含まれる栄養素

たんぱく質 ○
ビタミンA ○

ビタミンB群（B1・B2・B6・B12） ○
ビタミンC Tr（微量）
ビタミンD ○

銅 ○
葉酸 ○
鉄 Tr

セレン ○
亜鉛 ○
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北海道経済部労働政策局 産業人材課 人材確保支援係  ❸011-251-3896 (直通）まで。

　北海道は、国の地方創生推進交付金を活用した「北海道ＵＩＪターン新規就業支援事業」により、移住者に
支援金を支給するための移住支援金支給対象法人を募集しています。
　就業した移住者への支援金の支給要件として、道が開設する専用のマッチングサイトに求人情報を登録した
企業に就業する必要があります。この機会に、求人情報を登録し企業ＰＲをしませんか？

　東京圏から地方への
ＵＩＪターンによる就
業を促進するため、道
が専用のマッチングサ
イトを開設、マッチン
グサイトに登録した法
人に就業した移住者等
に移住支援金を支給し
ます。

　次の要件の全てに該当することが必要となります。
① 住民票を移す直前の10年間のうち、通算５年以上、東京23

区に在住または通勤していた方
② 住民票を移す直前に１年以上、東京23区に在住または通勤

していた方
③ マッチングサイト掲載の法人に新規就業した方など
※�①、②ともに、通勤の場合は東京・埼玉・千葉・神奈川県の
いずれかに居住していた方が対象。ただし、東京23区内の
大学に通学し東京23区内に通勤していた方については、通
学期間も対象期間に含む。

マッチングサイトに登録する移住支援金対象法人の募集についてマッチングサイトに登録する移住支援金対象法人の募集について

問い合わせは、中標津町保健センター 健康推進課 健康指導係  ❸７２－２７３３まで。

中標津町保健センター 健康推進課 健康指導係
健康　 いちばん 食中毒に注意しましょう

　気温が高くなる６月～９月は食中毒が多発する時期です。家庭の食事にも発生
する危険性がたくさん潜んでいます。食中毒予防の３原則「つけない」「増やさ
ない」「やっつける」を守って、食中毒を予防するとともに、健康管理にも気を
つけ、夏を元気に過ごしましょう。

こまめに
手を洗う

食品は密封容器
や袋、ラップで
覆って保存する

・北海道のホームページサイト内検索：
・中標津保健所　正面玄関
・中標津町役場　駐車場西側　　　　警報発令中は看板が設置されます。
・中標津町保健センター　正面玄関
・ 町公式ツイッター、フェイスブック、LINE

調理済み食品は室
温に放置せず早く
食べる。

冷蔵・冷凍が必要な
ものは、すぐ冷蔵・
冷凍庫へ。ただし過
信しない。冷蔵庫の
詰めすぎは冷却効率が悪くなる
ので７割を目安に。

しっかり加熱
（中心温度75℃で

１分以上）

食器や調理
器具は熱湯
や塩素系漂
白剤で消毒

食中毒予防の３原則食中毒予防の３原則

北海道UIJターン新規就業支援事業

　つけない�　つけない� 　増やさない�　増やさない� 　やっつける�　やっつける�

食中毒警報

食中毒警報発令中に
走っていることが

あります。食中毒警報の発令状況を知りたいときは…

台所の掃除
整理整頓

事業の目的 移住支援金の主な要件（就業の場合）

ホームページは
ＱＲコードから

●❶ ●❷ ●❸
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中標津町地域おこし協力隊��レ�ティ�ルエン
メールアドレス　chiiki@nakashibetsu.jp地 行く�協力隊が

おこし域
――�Vol.70

　最近の中標津は少しずつ緑が色づき、夏が近づいている感じがします。朝４時ぐらいに目が覚めると、すでに
外が明るくなっているので、去年来た時から今でもびっくりしています。
　私が中標津に来てあっという間に１年が経ちました。花々が咲く春、緑の夏、紅葉の秋、白い冬、中標津で丸
１年を過ごして、季節によって景色がはっきり変わることに感動しています。１年間を振り返って、いろいろな
体験ができ、自然や日本の文化に触れ、やさしい人との出会いもたくさんありました。
　まず、中標津の冬の厳しさを知りました。雪国でよく使う冬や雪に関する言葉（雪かき、スノーシュー、そり
滑り、カマクラ、つららなど）を勉強できました。
　ある夕方の帰り道に、車や家の周りを雪かきする方々を見て、人がたくさん外に出ていて何かの行事みたいで
楽しいなぁと思い、私も参加しようと家に帰ってすぐに外に出て雪だるまを作りました。
　お正月には中標津の方々と餅つきや初詣、開陽台へ初日の出を見に行ったりして、はじめて日本でのお正月の
雰囲気を経験しました。また、一緒にベトナムの料理を作って、食事をしていると「日本とベトナムは意外と文
化が近いですね」「ベトナムの料理の味付けは日本人の口に合うと思う」などと言ってもらいました。このよう
なことでベトナムの料理を紹介できたことは、互いの文化が少しでも知れる良い機会だと思います。
　次に、中標津の厳しい冬は大変なことばかりではないと思いました。雪が降った後のきれいな景
色を眺めることができますし、ここの地域でしかできない冬の体験もできます。
　野付半島では、氷平線トリック写真を撮って、スノーシューを履いて、ナラワラを散策しながら
ガイドさんの話を聞きました。100年ぐらい前はあったトドワラやナラワラが海水に侵食され、現
在の立ち枯れたままの不思議な景色を見ることができました。その他にも、広く凍っていた海の上
を歩いたり、自転車に乗ったりしました。氷が割れて海に落ちてしまわないかと少し不安に思いま
したが、とても楽しかったです。
　世界自然遺産の知床にも行き、流氷観光船に乗りました。流氷とオオワシのセットを見られて、
ラッキーでした。
　私にとって、雪が降らないベトナムと以前住んでいた横浜のどちらにもない景色を観ること、体
験することができて良かったです。
　これから暖かくなってくる中標津は、標津岳、武佐岳の山開きや夏祭り、じゃがいも伯爵まつり
などたくさんの観光客を迎えるシーズンです。去年、コロナのため中止となったなかしべつ夏祭り
が今年開催されるのを楽しみにしています。
　以上、最後まで読んでいただいてありがとうございます。

問い合わせは、生活課 環境衛生係まで。

　中標津町では、毎年、ボランティア清掃やパ
トロール等を行い、ごみの不法投棄抑制および

防止活動を行なっています。不法投棄の多くは弁当の容器、ちり紙等の家庭ごみや引っ越しなどで出た粗大ご
みとなっています。不法投棄は法律で禁止されており、違反すると不法投棄の原因者は投棄したごみの撤去を
求められるとともに、５年以下の懲役または1,000万円以下の罰金が科せられます。
　この地域の豊かな自然を守るためにも、不法投棄の防止にみなさんのご理解とご協力をお願いします。

なくそうごみの不法投棄!!

　最近、資源ごみに該当しない「マスク」が混入している状況が多く見られます。
ごみ収集等に携わる職員が新型コロナウイルス感染症へ感染すると、現在のごみ
収集体制を維持できなくなるおそれがありますので、「ビニール袋などへ入れて
燃やせるごみ」として排出するよう徹底してください。

使用済みマスク分別徹底のお願い使用済みマスク分別徹底のお願い

資源ごみに混入していたマスク

問い合わせ・申し込みは、政策推進課 協働推進係まで。

中標津町自治推進会議委員を募集しています�
　町民が主体の自治の実現に向けた
ルールを定めた中標津町自治基本条例
が平成24年４月１日施行されました。
この条例を検証するため、「自治推進
会議」を設置しています。
　この会議は、町民・議会・行政のあ
り方と役割、情報共有、行政への住民
参加、協働の取り組み等、条例の運用
状況や条例内容との整合性を検証し、
条例改正等への提言をいただくことが
重要な役割となっています。
　報酬はありませんが、自治基本条例
に対する想いをお聞かせください。

中標津町の自治について考えてみませんか？
■応募条件　⑴町内に在住または町内で働き、学ぶ18歳以上の方
　　　　　　⑵ 年３回程度の会議に参加できる方（※会議は平日の夜

を予定）
■募集人数　１名（応募多数の場合は選考基準に基づき選考します。）
■任　　期　令和９年３月31日まで
■申込方法　 役場、計根別支所、文化会館に設置しているチラシ裏面

の応募用紙に必要事項を記入の上応募してください。
　　　　　　※ メールでの受付もしています。詳しくは町のホーム

ページをご覧ください。
■募集期間　６月30日㈭まで
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　中標津町では町民の皆さ
んへ緊急的に情報提供が必
要な場合に備え、中標津町
緊急情報メール（キキボウ）
にて情報発信を行う体制を
整備しています。
　登録については、次のア
ドレスに空メールを送信し
てください。
nakashibetsu@
raiden.ktaiwork.jp

■中標津町役場
　❸73-3111
■中標津町役場
　計根別支所
　❸78-2211
■中標津町保健センター
　❸72-2733
■中標津警察署
　❸72-0110
■中標津消防署
　❸72-2181
■中標津町立病院
　❸72-8200
■中標津保健所
　❸72-2168

くらしくらし
のの

ひろばひろば
Information

LINEはじめました
　中標津町では情報発信
手段の充実を図るため、

「中標津町LINE公式アカ
ウント」を開設しました。
各種情報を受け取るだけ
ではなく、ごみの分別方
法を検索できるなどの機
能も充実しています。
　以下のＱＲコードを読
み込むことで「友だち登
録」ができますので、ぜ
ひ登録をお願いします。

広報なかしべつ　2022.6

誇りをもって働き豊かなまちにしましょう（町民憲章より）

取
り
が
困
難
な
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜

間
・
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に

限
ら
ず
、
券
面
事
項
・
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続

き
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
手
続
き
で

あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
夜
間
窓
口　
６
月
16
日
㈭　
18
時
～
20
時

　
休
日
窓
口　
６
月
26
日
㈰　
９
時
～
17
時

�

問
住
民
保
険
課�

戸
籍
住
民
係

年
金
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　
釧
路
年
金
事
務
所
の
年
金
相
談
所
が
次
の
日
程

で
開
設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

時
７
月
５
日
㈫　
13
時
～
17
時

　
７
月
６
日
㈬　
９
時
～
14
時

所
中
標
津
町
役
場　
３
階
３
０
２
号
会
議
室

申
釧
路
年
金
事
務
所
❸
０
１
５
４
（
６
１
）
６
０

０
０
ま
た
は
０
１
５
４
（
６
１
）
６
０
０
１

※�

電
話
を
か
け
る
と
自
動
音
声
が
流
れ
ま
す
。
最

初
の
案
内
で
「
１
」
を
、
次
の
案
内
で
「
２
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
お
客
様
相
談
室
に
つ
な

が
り
ま
す
。

特
定
疾
患
等
患
者　
　
　
　
　
　
　
　

通
院
交
通
費
補
助
に
つ
い
て

　
特
定
疾
患
等
で
町
外
の
医
療
機
関
に
通
院
が
必

要
な
方
の
交
通
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対�

北
海
道
知
事
か
ら
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
小
児

慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
（
特
定
疾
病
治
療
研
究
事
業
、
先
天

性
血
液
凝
固
因
子
障
害
治
療
研
究
事
業
ま
た
は

小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
治
療
研
究
対
象
疾
患
に

罹
患
）
と
医
師
が
必
要
と
認
め
た
介
助
者
１
人
。

た
だ
し
、
介
助
者
分
に
つ
い
て
は
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
た
場
合
の
み
対
象
（
領
収
書
が
必

要
）

　
※
次
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　
　
・�

公
共
交
通
機
関
運
賃
の
か
か
ら
な
い
乳
幼

児
分

　
　
・�

前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
額
を
超
え
る

方

　
　
・�

生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
の
移
送
費

等
ま
た
は
他
の
法
令
等
に
よ
る
通
院
交
通

費
相
当
分
の
全
額
給
付
を
受
け
て
い
る
方

期�

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
６
月
30
日

ま
で
の
通
院
分

で
す
。
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、

前
日
ま
で
に
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
納
期
が
既
に
経
過
し
て
い
ま
す
～

〇�

固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

〇�

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　
納
期
限
を
過
ぎ
た
税
は
「
滞
納
」
と
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
お
手
元
の
納
付
書
を
お
確
か
め
の
上
、

納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
急
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

≪
休
日
・
夜
間
相
談
窓
口
≫

■
夜
間
相
談
日

６
月
16
日
㈭　
　
18
時
～
20
時

■
休
日
相
談
日

６
月
26
日
㈰　
　
９
時
～
17
時

　
平
日
の
昼
間
に
時
間
が
と
れ
な
い
方
は
、夜
間・

休
日
に
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
窓
口
で
は
町
税
・
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

み
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

（
自
動
払
込
）
が
便
利
で
す
。
ご
希
望
の
町
内
の

金
融
機
関
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
１

か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

 
一　
般

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　
　
　
　
　
　

夜
間
・
休
日
窓
口
に
つ
い
て

　
平
日
や
日
中
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

　
70
～
74
歳
：
１
，
３
０
０
円

　

�

中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
：
無
料

締�

６
月
20
日
㈪

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ（
７
月
分
）

時�
７
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮
の
毎
週
月
～
金
曜
日

　
※
受
付
は
８
時
30
分
～
11
時
ま
で

所
町
立
中
標
津
病
院

内
頸
部
細
胞
診・膣
エ
コ
ー
検
査
（
希
望
者
の
み
）

対
20
歳
以
上
の
女
性

　
（
検
診
の
間
隔
は
２
年
に
１
回
）

￥
２
，
０
０
０
円
（
70
歳
以
上�

１
，
３
０
０
円
）

　
膣
エ
コ
ー
検
査
は
１
，
７
５
０
円

締
６
月
20
日
㈪

他�

受
診
す
る
際
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
検
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

 

税　
金

６
月
は
町
道
民
税（
第
１
期
）・
国
民
健
康

保
険
税（
第
１
期
）・
介
護
保
険
料（
第
１

期
）の
納
期
で
す【
納
期
限
は
６
月
30
日
】

　
町
道
民
税
（
普
通
徴
収
）、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
の
納
税
通
知
書
は
、
６
月
中
旬
か
ら

随
時
普
通
郵
便
に
よ
り
送
付
し
ま
す
。
も
し
、
届

か
な
い
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
ら
、
次
の
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
町
道
民
税
：
税
務
課 

住
民
税
係

　
国
民
健
康
保
険
税
：
住
民
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

　
介
護
保
険
料
：
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

　
今
月
の
指
定
口
座
か
ら
の
振
替
は
６
月
30
日
㈭

 

健　
康

「
特
定
健
康
診
査
」個
別
検
診
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
の
個
別
検
診
を
、
次

の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

所�

石
田
病
院�

❸
（
７
２
）
９
１
１
２

　
　
石
田
病
院
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
富
沢
内
科
医
院

　
　

�

予
約
は
不
要
で
す
。
食
事
を
と
ら
ず
に
、
診

療
時
間
内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー�

　
　
❸
０
１
５
４
（
３
７
）
３
３
７
０

　
　

�

釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
へ
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

　
町
立
中
標
津
病
院�

❸
（
７
２
）
８
２
０
０

　
　

�

健
診
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
町
立
中
標

津
病
院
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
※�

釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
と
町
立
中
標
津
病

院
で
は
、
が
ん
検
診
を
一
緒
に
受
診
で
き
ま

す
（
別
料
金
）。

対
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
歳
～
74
歳
の
方

￥
無
料

期
令
和
５
年
3
月
31
日
ま
で

持�

特
定
健
康
診
査
受
診
券
、
健
康
保
険
証

問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

骨
粗
鬆し

ょ
う

症
検
診
の
お
知
ら
せ（
７
月
分
）

時�

７
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮
の
毎
週
火
～
金
曜
日

　
※
受
付
は
10
時
30
分
～
11
時
ま
で

所�

町
立
中
標
津
病
院

内�

問
診
、
骨
密
度
測
定
（
腰
椎
・
大
腿
（
太
も
も)

骨
）、
診
察

対�

20
歳
以
上
の
方

定�

１
日
２
人

￥�

20
～
69
歳
：
２
，
７
０
０
円
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●マーク説明：時日時　所場所　期期間　内内容　講講師　対対象　定定員　￥費用　持持ち物　担担当課　申申込　締締切　方方法　問問合せ　催主催　他その他　

広報なかしべつ　2022.6

締�
８
月
31
日
㈬

問
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

集
落
協
定
を
公
表
し
ま
す

　
中
標
津
町
で
は
令
和
２
年
度
よ
り
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
（
第
５
期
対
策
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
農
業
生
産
条
件
が
厳
し
い
地
域

へ
の
対
策
と
し
て
、
耕
作
放
棄
を
防
止
し
、
水
源

の
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
や
景
観
の
維
持
な
ど
農
業

の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
耕
作

面
積
に
応
じ
て
交
付
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
具
体
的
な
事
業
内
容
は
集
落
で
策

定
す
る
協
定
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
制

度
の
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
次
の
と
お

り
協
定
内
容
と
令
和
３
年
度
の
実
施
内
容
を
公
表

し
ま
す
。

時
６
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭　
※
土
日
は
除
く

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

所
農
林
課
（
役
場
２
階
窓
口
⑧
番
）

問
農
林
課�

農
務
係

６
月
定
例
会
の
開
催
予
定
に
つ
い
て

�

時
６
月
13
日
㈪　
10
時

所
中
標
津
町
役
場　
３
階
議
事
堂

問
議
会
事
務
局�

議
事
係

中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

関
す
る
協
議
会
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

　
こ
の
協
議
会
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全

な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
被
保
険
者
を
代
表
す

る
委
員
、
保
険
医
ま
た
は
保
険
薬
剤
師
を
代
表
す

る
委
員
お
よ
び
公
益
を
代
表
す
る
委
員
各
３
名
の

９
名
に
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
般
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
に
欠
員
が

生
じ
た
た
め
、
委
員
１
名
を
公
募
す
る
も
の
で
す
。

　
被
保
険
者
の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

他
任　
　
期　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

　
報　
　
酬　
日
額
７
，
３
０
０
円

　
応
募
要
件

　
　
①�

本
町
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
中
標

津
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

　
　
②�

年
２
～
４
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る

方
（
※
会
議
は
平
日
の
日
中
を
予
定
。）

申
方�

住
民
保
険
課
（
役
場
１
階
窓
口
②
番
）、
計

根
別
支
所
に
設
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
裏
面
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
※�

メ
ー
ル
で
の
受
付
も
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

締�

６
月
21
日
㈫

問�

申�

住
民
保
険
課　
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

道
営
住
宅
入
居
者
募
集

所
泉
中
央
団
地
（
３
階
建
）
西
８
条
北
６
丁
目

　
　

�

Ｂ
棟
３
階
・
Ｃ
棟
３
階　
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
　
※
世
帯
向
け
一
般
住
宅　
計
２
戸

　
さ
か
え
団
地
（
４
階
建
）
大
通
北
４
丁
目
１
―
３

　
　

�

２
階
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
　
※
世
帯
向
け
一
般
住
宅　
計
１
戸

￥
泉
中
央
団
地
（
３
階
建
）

　
　
２
０
，
４
０
０
円
～
７
０
，
９
０
０
円

　
さ
か
え
団
地
（
４
階
建
）

　
　
１
９
，
５
０
０
円
～
９
２
，
３
０
０
円

　

�

※�
こ
の
ほ
か
に
駐
車
場
使
用
料
、
共
益
費
、
給

湯
設
備
使
用
料
が
発
生
し
ま
す
。

　
※
家
賃
は
収
入
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

期�

７
月
７
日
㈭
～
７
月
16
日
㈯
に
募
集
案
内
を
配

布
し
ま
す
。

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で

す
。https://w

w
w
.seedsofarea.com

申�

７
月
12
日
㈫
～
７
月
16
日
㈯
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

他�

入
居
条
件

　
　

�

入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
所
得
制

限
・
暴
力
団
員
の
制
限
、
道
営
住
宅
に
係
る

未
納
の
家
賃
、
駐
車
場
使
用
料
お
よ
び
損
害

賠
償
金
等
が
な
い
こ
と
。

　
抽
選
日　
７
月
22
日
㈮
※
予
定

　
抽
選
会
場　
中
標
津
経
済
セ
ン
タ
ー
※
予
定

　
入
居
時
期　
８
月
下
旬
～

申
問�

道
営
住
宅
（
中
標
津
町
）
指
定
管
理
者

　
　

�

㈲
シ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
エ
リ
ア

　

��

❸
（
７
４
）
８
７
３
３
ま
で
。

　
※�

４
月
１
日
よ
り
道
営
住
宅
指
定
管
理
者
が
㈲

ア
ク
ロ
ス
よ
り
㈲
シ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
エ
リ
ア

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

運
転
免
許
相
談
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

　
中
標
津
警
察
署
員
が
、
運
転
や
免
許
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
ご
相
談
を
お
聞

き
し
、
解
決
の
糸
口
を
一
緒
に
お
探
し
し
ま
す
。

時
６
月
15
日
㈬　
11
時
～
12
時

所
中
標
津
町
役
場　
地
下
研
修
室

問
生
活
課�

交
通
町
民
相
談
係

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

所
泉
団
地

　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
１
戸

　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
平
屋
）
１
戸

　
　
※
単
身
不
可
、
世
帯
向
け

　
あ
ず
ま
グ
リ
ー
ン
団
地
（
４
階
建
）

　
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
３
階
）
１
戸

　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
３
階
）
１
戸

　
西
町
団
地
（
３
階
建
）

　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
１
戸

申
期
６
月
８
日
㈬
～
17
日
㈮

他�

申
込
条
件

　
　

�

町
税
等
（
負
担
金
・
使
用
料
含
む
）
に
未
納

が
な
い
こ
と
。
入
居
資
格
に
は
（
所
得
・
暴

力
団
員
の
制
限
等
）
が
あ
り
ま
す
。

　
入
居
時
期　
令
和
４
年
７
月
下
旬
頃
を
予
定

　
選
考
方
法

　
　

�

運
営
委
員
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
困
窮
度
の

高
い
方
か
ら
入
居
を
決
定
し
ま
す
。

申
問�

都
市
住
宅
課�

住
宅
係
（
役
場
２
階
窓
口
④

番
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

事
前
に
電
話
予
約
の
上
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
重
度
心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
医
療
費
受
給

者
の
方
へ
交
付
（
更
新
）
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
７
月
８
日
㈮
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、
自
動

更
新
の
た
め
申
請
書
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
に
中
標
津
町
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
令
和
４
年
度
所
得

課
税
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
更
新
後
の
新
し
い
受
給
者
証
に
つ
い
て

は
、
７
月
末
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

問�

福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

　
子
育
て
支
援
課�

保
育
給
付
係

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ｆ
ｅ（
ジ
ャ
イ
カ
フ
ェ
）
2.0　

開
催
の
お
知
ら
せ

　
「
観
光
振
興
と
多
文
化
共
生
か
ら
地
方
創
生
の

リ
ア
ル
を
感
じ
る
」
と
題
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

時
６
月
24
日
㈮
19
時
～
20
時
30
分

講
中
標
津
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

�

宮
長�

寛
大�

氏
（
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
ブ

ラ
ジ
ル
・
グ
ア
テ
マ
ラ
派
遣
）

　
レ��

テ
ィ��

ル
エ
ン
氏
（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）

対�

中
標
津
町
民
、
町
外
の
地
方
創
生
、
観
光
振
興
、

外
国
人
材
支
援
、
多
文
化
共
生
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方

定�

30
名
程
度
（
※
30
名
を
超
え
る
場
合
の
受
付
も

可
能
）

￥
参
加
費
：
無
料

申�

以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※�

後
日
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

送
付
し
ま
す
。

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
釧
路
デ
ス
ク

　
❸
０
８
０
（
２
５
７
１
）
７
５
２
３

　
メ
ー
ルjica_kushiro_desk@

jica.go.jp

フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ　

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

　
７
月
16
・
17
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
フ
レ

ン
ド
リ
ー
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
を

中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
フ
レ
ン
ド
リ
ー
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会

　
（
事
務
局
：
福
祉
課�

社
会
福
祉
係
）

６
月
は「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

　
外
国
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」
適
正
に
雇
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
①�

雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め
ら
れ
て
い

る
か
在
留
資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②�

外
国
人
の
雇
入
れ
と
離
職
は
、
必
ず
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
③�

労
働
保
険
・
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室
中
標
津
分
室�

❸
（
７
２
）

２
５
４
４



※
�広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、

デ
ー
タ
(JPEG

）で
提
供
し
ま
す
の
で
総
務
課
�

広
報
調
査
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広
報

中
標

津
は

、
環

境
保

護
の

た
め

道
産

間
伐

材
と

古
紙

を
配

合
し

た
用

紙
お

よ
び

100%
植

物
油

型
イ

ン
キ「

ナ
チ

ュ
ラ

リ
ス

100」を
使

用
し

て
い

ま
す

。

■
発
行
／
中
標
津
町
役
場
�総
務
部
総
務
課
�広
報
調
査
係

　
〒
086-1197�北

海
道
標
津
郡
中
標
津
町
丸
山
2丁

目
22番

地
　
❸
0153-73-3111�❹

0153-73-5333
　
中
標
津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�https://w

w
w
.nakashibetsu.jp　

携
帯
サ
イ
ト
�https://nakashibetsu.jp/m

obile
　
お
問
い
合
わ
せ
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下
段
の『
お
問
い
合
わ
せ
』よ
り

ひとのうごき
町の人口

男
女

世帯数

（
毎
月
６
日
発
行
）

広
報

2022

6
№
714

中
標

津

　今シーズンも開陽台展望館がオープン
しました。
　中標津町魅力発信アンバサダーに就任
した北海道日本ハムファイターズの球団
マスコット「Ｂ☆Ｂ」がイベントに登場
し、開陽台の新シーズン開幕を大いに盛
り上げてくれました。

今月の表紙

　町立中標津病院の放射線室では、令和３年度において、北海道のコロナ対策の補助金を活用し、コン
ピューター断層撮影装置（ＣＴ撮影装置）等を更新しました。高齢者や基礎疾患のある方などのウイルス
性肺炎は重症化するリスクがあり、早期の肺炎診断が求められます。高速撮影、患者様と医療従事者の接
触機会の減少、医療被ばくの低減などを考慮し、より正確で安全安心な機器を導入しました。

広報なかしべつに掲載している各イベントや行事は、新型コロナウイルス感染症等の影響により、延期・中止となる場合があります。

町立中標津病院からのお知らせ

問い合わせは、町立中標津病院 管理課  ❸７２－８２００まで。

４月30日現在住民登録人口
※（　　）内は前月比

22,778（＋112）
11,229（＋ 83）
11,549（＋ 29）
11,424（＋118）

誕　生 9人
死　亡 20人
転　入 240人
転　出 117人

65歳以上の人口　6,243人（高齢化率27.4％　介護保険課調）

一緒に働く仲間を一緒に働く仲間を��募集しています�募集しています�
　「地域に根差した、誠意と愛情のこもったあたたかい看護の
提供」という看護部理念のもと、当院では、たくさんの看護職
員が働いています。笑顔と思いやりのあるあなた、ぜひ当院で
一緒に働きませんか？

詳細はこちらから
ご確認ください

　人体にX線を照射して得られる情報を光学像に
変換し、リアルタイムで視覚的に観察することが
できる装置です。写真画像ではなく動画として見
ることができるので、造影剤というX線に映る薬
剤を臓器や血管内に注入し様子を確認しながら撮
影することができます。胃のバリウム検査でも使
用されています。

○Ｘ線テレビシステム撮影装置
　人体にＸ線を照射して写真撮影を行う機械です。
一般撮影は簡単でかつ早く画像が提供できるので
最初の診断に用いられるもっとも使用頻度の高い
装置です。オートシステム化により、従来よりも
撮影室を広く活用できるようになりました。

　検査を受ける時には、寝台の上で横になり、
円形の開口部をくぐり撮影を行います。X線を
使ってコンピュータ処理をすることにより、よ
り細かな画像やさまざまな方向からの断面画像
を作成することができます。病気の早期発見や
治療効果の判定、事故や転倒での外傷・骨折の
検査等幅広く利用されています。

○一般撮影装置（レントゲン）

○ＣＴ撮影装置


